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10
・
全
国
市
議
会
議
長
会
研

究
フ
ォ
ー
ラ
ム
…
北
海

道
旭
川
市
（
～
11
）

　
　

18
・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会

　
　
　

・
全
国
市
議
会
議
長
会
第

１
４
７
回
産
業
経
済
委

員
会
…
東
京
都
千
代
田

区

　
　

23
・
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

行
政
視
察
…
滋
賀
県
愛

知
郡
愛
荘
町
、
大
津
市

（
～
24
）

　
　

24
・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

行
政
視
察
…
滋
賀
県
長

浜
市
、
彦
根
市（
～
25
）

　
　

29
・
ざ
ま
大
志
会
行
政
視
察

…
岐
阜
県
高
山
市
、
各

務
原
市
、
航
空
自
衛
隊

岐
阜
基
地
、
愛
知
県
春

日
井
市
（
～
31
）

見
を
求
め
ま
す
。

　

市
長　

当
市
は
、
昭
和
46
年
か

ら
陸
上
自
衛
隊
の
第
４
施
設
群

（
当
時
は
第
３
施
設
群
）
の
施
設

部
隊
が
駐
屯
し
て
い
ま
す
。
万
が

一
の
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
に
、
災

害
に
対
し
て
の
即
応
力
が
あ
る
施

設
部
隊
が
駐
屯
し
て
い
る
こ
と
は
、

あ
る
面
で
大
き
な
地
域
資
源
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
元
自
衛
官
採
用

に
つ
い
て
は
、
現
在
手
続
き
を
と

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

危
機
管
理
室
設
置
の
必
要
性
を

認
識
し
て
お
り
、
現
状
の
取
り
得

る
範
囲
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
今

後
の
機
構
改
革
を
考
え
る
際
に
研

究
し
て
い
く
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

（
４
面
か
ら
続
く
）

　

県
内
を
南
北
に
結
ぶ
、
さ
が
み

縦
貫
道
路
（
圏
央
道
）
の
海
老
名

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
か

ら
相
模
原
愛
川
Ｉ
Ｃ
間
が
今
年
の

３
月
に
開
通
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

２
０
１
３
年
度
ま
で
に
中
央
自
動

車
道
八
王
子
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
ま

で
の
開
通
が
予
定
さ
れ
、
厚
木
パ

ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
が
整
備
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
開

通
に
よ
っ
て
、
主
要
道
路
の
渋
滞

緩
和
や
産
業
・
経
済
の
発
展
、
観

光
振
興
な
ど
大
き
な
効
果
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
が
み
縦
貫
道
路
沿
線

地
域
な
ど
の
９
市
２
町
は
、
規
制

緩
和
や
財
政
支
援
が
受
け
ら
れ
る

「
さ
が
み
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
特
区
」

に
国
か
ら
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
対

象
と
な
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
機
能
は
介

護
、
医
療
、
高
齢
者
支
援
で
す
。

　

本
市
と
し
て
も
、
縦
貫
道
の
利

便
性
と
「
さ
が
み
ロ
ボ
ッ
ト
産
業

特
区
」
を
生
か
し
た
産
業
育
成
、

企
業
誘
致
等
の
構
想
計
画
を
持
つ

べ
き
で
す
。
候
補
地
は
、
当
分
の

間
は
未
利
用
地
と
な
る
日
産
自
動

車
の
土
地
（
広
野
台
二
丁
目
）
２

街
区
約
３
・
６
ｈ
ａ
で
す
。
日
産

に
働
き
か
け
、
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
特

区
と
し
て
自
社
が
使
う
か
、
他
の

企
業
に
も
一
部
を
貸
し
出
す
な
ど
、

工
業
専
用
区
域
の
用
途
に
ふ
さ
わ

し
い
土
地
利
用
を
勧
め
る
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、
見
解
を
求
め
ま
す
。

　

市
長　

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
特
区
の

指
定
は
、「
名
ば
か
り
特
区
」
に

な
ら
ぬ
よ
う
、
も
ろ
も
ろ
の
規
制

を
緩
和
す
る
よ
う
国
に
対
し
要
望

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
産
自
動
車
の
土
地
利
用
に
つ

い
て
は
、
会
社
に
と
っ
て
も
戦
略

的
に
重
要
な
土
地
で
す
の
で
、
事

業
者
と
の
情
報
交
換
な
ど
を
し
っ

か
り
行
い
、
整
理
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

中
澤　

邦
雄　
議
員
《
日
本
共
産
党
》

さ
が
み
縦
貫
道
と

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

本
年
４
月
よ
り
障
が
い
者
に
対

す
る
法
定
雇
用
率
が
改
定
さ
れ
、

国
・
地
方
公
共
団
体
で
は
、
２
・

３
％
、
民
間
企
業
で
は
２
・
０
％

に
な
り
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
が

昨
年
11
月
に
発
表
し
た
２
０
１
２

年
障
が
い
者
雇
用
状
況
の
集
計
結

果
に
よ
る
と
、
国
・
地
方
公
共
団

体
の
法
定
雇
用
率
２
・
１
％
（
当

時
）
に
対
し
て
実
雇
用
率
２
・
２

５
％
と
高
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
本
市
に
お
け
る

星
野　

久
美
子　
議
員
《
日
本
共
産
党
》

障
が
い
者
雇
用
の
拡
充
を
求
め
る

障
が
い
者
雇
用
状
況
、
実
雇
用
率

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

総
務
部
長　

本
市
の
障
が
い
者

雇
用
率
は
平
成
25
年
６
月
１
日
現

在
で
は
、
概
算
で
２
・
０
４
％
の

見
込
み
で
す
。
障
が
い
者
の
区
分

は
、
全
員
が
身
体
障
が
い
者
で
す
。

法
定
雇
用
率
達
成
の
た
め
の
本
市

の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
年
齢
枠

と
試
験
区
分
を
拡
大
し
、
さ
ら
に

点
字
に
よ
る
採
用
試
験
を
取
り
入

れ
る
な
ど
の
工
夫
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

【
再
質
問
】
障
が
い
者
雇
用
に
対

し
率
先
垂
範
す
べ
き
地
方
公
共
団

体
で
あ
る
本
市
に
お
い
て
、
法
定

雇
用
率
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
だ

け
で
な
く
、
身
体
障
が
い
者
の
み

の
雇
用
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
を
持

ち
ま
す
。
知
的
・
精
神
障
が
い
者
、

さ
ら
に
は
難
病
の
方
々
に
雇
用
の

枠
を
広
げ
て
い
け
ば
、
法
定
雇
用

率
を
達
成
で
き
る
と
考
え
ま
す
が
、

ご
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

総
務
部
長　

知
的
・
精
神
障
が

い
を
持
っ
た
方
な
ど
の
採
用
に
は
、

本
人
と
周
囲
の
職
員
の
双
方
が
働

き
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
り
、
ど
う
い
っ
た
方
を
対
象

と
す
る
か
等
、
公
平
性
か
ら
も
非

常
に
難
し
く
現
在
は
募
集
に
は
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
研
究
し
、
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
で

あ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
を

ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か
、

伺
い
ま
す
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
重

篤
な
副
反
応
が
報
告
が
さ
れ
て
お

り
、
接
種
を
一
時
中
止
し
、
副
反

応
の
検
証
を
強
く
国
に
求
め
る
べ

き
と
考
え
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
の

予
防
は
検
診
で
十
分
と
い
う
医
学

的
証
明
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
継
続
す
る
こ
と

は
、今
後
の
副
反
応
被
害
を
黙
認
・

容
認
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
健

康
被
害
が
出
た
場
合
の
健
康
被
害

救
済
制
度
は
あ
り
ま
す
が
、
１
年

後
に
副
反
応
が
出
る
場
合
も
あ
り
、

因
果
関
係
が
立
証
さ
れ
る
か
ど
う

か
分
か
ら
ず
全
て
の
副
反
応
被
害

者
が
救
済
さ
れ
る
制
度
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
予
防
の
効
果
よ
り
副
反

応
被
害
の
割
合
が
多
い
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
の
必
要
性
に
疑
問

を
持
た
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
ご
所

見
を
伺
い
ま
す
。

　

健
康
部
長　

発
が
ん
性
Ｈ
Ｐ
Ｖ

に
感
染
す
る
可
能
性
が
低
い
10
代

前
半
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
で
、
予
防
で
き
る
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

全
て
の
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
検
診
も
受
診

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ま
す
。

　

重
篤
な
副
反
応
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
本
市
と
し
て
は

予
防
接
種
法
に
基
づ
き
実
施
し
て

お
り
、
本
来
、
国
が
子
宮
頸
が
ん

予
防
の
教
育
や
、
そ
の
安
全
性
を

確
認
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
予
防
接
種
の
一
時
中
止
は
、

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
よ
り
子

宮
頸
が
ん
の
抑
制
が
図
ら
れ
る
と

い
う
考
え
方
も
あ
り
、
副
反
応
に

関
す
る
情
報
を
把
握
し
市
民
に
情

報
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
議
員

の
提
案
も
視
野
に
入
れ
て
適
切
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

伊
藤　

優
太　
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

副
反
応
被
害
が
あ
る
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
事
業
の
一
時
中
止
を

　

座
間
市
地
域
防
災
計
画
が
改
定

さ
れ
、「
生
き
残
ら
な
け
れ
ば
何
も

始
ま
ら
な
い
」
と
い
う
自
覚
に
根

差
し
た
自
助
の
部
分
（
シ
ェ
イ
ク

ア
ウ
ト
訓
練
・
行
動
）
が
明
記
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
１
月
23
日
に
行

わ
れ
た
第
１
回
目
の
シ
ェ
イ
ク
ア

ウ
ト
訓
練
は
神
奈
川
県
内
で
は
初

の
試
み
で
、
昼
間
人
口
の
約
３
割

で
あ
る
３
万
２
６
０
０
人
が
登
録

し
参
加
の
意
思
表
明
を
し
ま
し
た
。

参
加
人
数
を
見
え
る
化
し
た
点
、

ま
た
協
働
で
行
い
市
民
や
企
業
の

み
な
ら
ず
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
・

米
軍
も
参
加
し
た
点
な
ど
が
大
変

先
進
的
で
あ
り
、
本
市
の
取
り
組

み
は
全
国
的
に
も
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。
防
災
学
研
究
の
第
一
人

者
で
あ
る
京
都
大
学
の
巨
大
災
害

研
究
セ
ン
タ
ー
長
で
、
シ
ェ
イ
ク

ア
ウ
ト
提
唱
会
議
会
長
の
林
春
男

教
授
か
ら
も
大
変
高
い
評
価
を
受

け
て
お
り
、
先
進
事
例
と
し
て
各

地
の
講
演
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
第
２
回
目
の
シ
ェ
イ

ク
ア
ウ
ト
に
向
け
た
取
組
み
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
整
備

も
必
要
で
す
が
、
市
民
・
事
業
所

と
の
協
働
、
さ
ら
に
警
察
・
自
衛

隊
・
米
軍
と
い
っ
た
地
域
資
源
と

の
連
携
を
深
め
、
防
災
上
、
減
災

上
の
総
合
力
も
備
え
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
部
長　

第
１
回
目
の
訓
練

で
は
自
治
会
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
・
中
・
高
等
学
校
、
事
業
所
な

ど
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
登
録

が
あ
り
ま
し
た
。
２
回
目
は
さ
ら

に
き
め
細
か
く
広
く
参
加
を
呼
び

か
け
、
災
害
時
に
自
分
で
考
え
行

動
す
る
力
を
養
う
た
め
、
シ
ェ
イ

ク
ア
ウ
ト
行
動
の
後
に
、
近
隣
の

安
否
確
認
を
す
る
な
ど
一
歩
進
ん

だ
行
動
を
取
る
プ
ラ
ス
ワ
ン
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐
藤　

弥
斗　
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
行
動
で

命
を
守
ろ
う
！

　

キ
ャ
ン
プ
座
間
へ
の
米
陸
軍
第

一
軍
団
司
令
部
と
陸
上
自
衛
隊
中

央
即
応
集
団
司
令
部
の
移
駐
に
つ

い
て
、
私
た
ち
は
こ
れ
ら
が
基
地

機
能
強
化
・
日
米
軍
事
一
体
化
で

あ
り
、
基
地
の
恒
久
化
に
つ
な
が

り
、
本
市
の
市
是
、
基
地
の
整
理
・

縮
小
・
返
還
に
反
す
る
も
の
と
指

摘
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

42
年
前
の
１
９
７
１
年
に
キ
ャ

ン
プ
座
間
を
自
衛
隊
が
共
同
使
用

す
る
に
当
た
り
、
町
を
挙
げ
て
の

反
対
運
動
の
末
、
当
時
の
鹿
野
町

長
と
横
浜
防
衛
施
設
局
長
の
間
で

交
わ
さ
れ
た
覚
書
は
「
米
軍
に
せ

よ
自
衛
隊
に
せ
よ
こ
れ
以
上
の
基

地
強
化
は
さ
せ
な
い
」
と
い
う
町

民
の
決
意
で
あ
り
、
国
と
の
約
束

で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。
覚
書
締

結
か
ら
34
年
た
っ
た
２
０
０
５
年
、

米
軍
新
司
令
部
移
駐
反
対
運
動
の

さ
な
か
、
覚
書
は
時
代
に
そ
ぐ
わ

な
い
と
い
う
国
の
姿
勢
に
、
鹿
野

元
町
長
は
「
約
束
は
今
で
も
有
効
。

そ
れ
を
反
故
に
し
よ
う
と
す
る
の

は
余
り
に
無
責
任
」
と
批
判
し
て

い
ま
す
。
事
実
こ
の
間
、
陸
自
の

施
設
は
キ
ャ
ン
プ
座
間
の
座
間
市

域
側
に
は
一
つ
も
建
設
さ
れ
ま
せ

安
海　

の
ぞ
み　
議
員
《
神
奈
川
ネ
ッ
ト
》

キ
ャ
ン
プ
座
間

46
年
覚
書
の
有
効
性
を
問
う

（
６
面
へ
続
く
）


